
令和元年度 第２回 学校運営協議会 報告
（１０月１日 志比内小学校 プレイルームにて）

１ 学校より説明

（１）経過報告

（２）学校評価 中間反省と２学期の重点指導項目

地域の皆さんにお願いしたいこと〈裏面参照〉

（３）今後の活動について

◎もちつきについて，今年度は行事時数でカウント

しているが，新年度は未定。これまでのやり方を見直し，昨年度改革してよかった。今年度

も同様に（規模縮小）取り組む。年度末に今年度の反省を踏まえて次年度の計画（方向性）

を提示する。

◯子どもは学校･家庭・地域の三者の連携で健やかに育っていくもの。重点項目について，了解。

◯もちつきが学校でできないとなればＰＴＡか公民館行事として行うか。現在行っている子ど

もたちの学習発表はどうするか。

◯旭大生も参加させてもらえないか。準備段階からやりたいという要望がある。→計画立案の

際検討する。

◯子どもが満足できる行事になるように。子どものためのものである。もちをつくのは子ども

が主。

◯一番大事なのは，「主体」。子どものため，子どもと親が主。学校でできないのであれば，Ｐ

ＴＡ、子ども会などと話し合いうまく詰めてほしい。地域はお手伝いという立場で参加・協

力を惜しまない。

２ その他

◯勉強も大事だが，家庭学習で体験活動も良い。薪割りやくい打ちをしている子はもちのつき

方も違う。

◯さくらプラザを子どもたちにも開放しているが，使い方についてはそこそこよいのではない

か。異学年交流の場で上の子がしきり，下の子に優しく接するなど先輩・後輩の関係，立場

の違いを学んでいる。人間形成の場になっている。

◯やんちゃだった子が1年生になって落ち着いてきている。乳母車の赤ちゃんに自分の上着を

脱いでかけてあげている様子を見て成長を感じた。

◯旧道の記念樹の表示がきれいに直されていた。

◯開校110周年→学芸会に作品や古い写真等を展示する。タイムカプセルの開封については，

旧職員・卒業生等に確認する。
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